第８１課　  　兄たちを慰める信仰者ヨセフ　(創50:14～26)
　　　神様の中にいる人には危機、絶望、失敗がありません。これらを通して悟って、恵みを受けて悔い改めるときに、より大きい祝福を味わうようになるのです。未信者は苦難に会うと落胆します。道を探すことができないので、あきらめたり自殺する人もいます。
積極的な思考を持って打開しようとしますが、より問題に陥ってしまいます。しかし、信徒は苦難を通してより大きい道を見つけ出すようになるのです。
１．ヨセフが受けた苦難は大きな祝福の機会
（１）兄たちのねたみ
　　　①その夢を確実にさせました（創37:1～11）
　　　②ヨセフをより祈るようにさせました
　　　③市場に売られることで一番大きい舞台に進出するようになりました
（創37:26～36）
（２）奴隷生活
　　　①長官の家に神様の証拠（創39:1～6）
　　　②経済を学ぶ機会（創39:6）
（３）監獄生活
　　　①政治を学ぶ機会（創40:1～3）　　　②パロ王に会える道の備え
　　　③総理になる機会
２．ヤコブの葬式の後、恐れるヨセフの兄たち
（１）万一あるかもしれない復讐に恐れていました（創50:14,15）
（２）父親の遺言を引用して罪の赦しを求めました（創50:17）
（３）弟（総理）の前にひれ伏してあやまりました（創50:18）
３．ヨセフの慰めの返事
（１）ヨセフは兄たちのことばを聞いて「泣いた」と記録されています（創50:17）
（２）ヨセフの慰め　―　「恐れることはありません。どうして、私が神の代わりでしょうか」（創50:19）
（３）ヨセフの信仰　―　「多くの人々を生かしておくためでした」（創50:20）
